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協議テーマ

2015
・教育に関する大綱について ・切れ目のない教育環境の充実
・教員の多忙解消（校務支援システム）・おいしい給食の提供と食育の推進

2016 ・静岡市ならではの人材育成 ・教員の多忙解消（部活動）
・子どもの貧困対策

2017 ・グローバル人材育成のための魅力ある教育施策
・日本一おいしい学校給食の提供 ・子どもの貧困対策

2018
・総合的な不登校対策の推進 ・学校図書館の更なる充実
・教職員の働き方改革の実現 ※検証テーマ

2019 ・特別支援教育の充実 ・教職員の働き方改革の実現 ※検証テーマ

2020
・ＩＣＴ教育の推進 ・外国につながる子どもたちの支援体制の充実
・不登校対策の推進※検証テーマ ・子どもの貧困対策※検証テーマ

2021
・ＩＣＴ教育の推進※検証テーマ
・共生教育の推進 ・国際教育の推進

2022 ・部活動改革

2023 ・教育大網の策定

2024 ・教育大網の策定









個別最適な学びのメリット
学習内容や学び方の選択の機会があり意欲が向上する
興味関心に応じた学び、学び方や学ぶペース、教材の選択が可能
自律的な学びを促進し主体性や自己調整力が育つ
子どもが自ら学びを調整する機会が増える
多様なニーズへ対応しやすい
特別支援が必要な子ども、不登校傾向の子どもなどへの配慮が可能
学習の充実が図りやすい
得意を生かした表現活動や、自分の必要に応じた学習活動が可能
ICTの活用により、教師の負担軽減が可能
添削や資料準備の時間短縮、学習の進捗の効率的な把握が可能
チームでの取組が可能
授業者の個性や授業スタイルの影響がなく他の教員と協働しやすい

めざす学校の姿







◎スクールソーシャルワーカー＜福祉の専門家＞

学校をプラットフォームとした総合的な貧困対策をスクールソーシャルワーカーを中心に展開し、
就学前から中学卒業後までの切れ目のない支援を行う（拠点校方式による支援 14人で市内全域をカバー）

①福祉の視点から見立て、支援策を立案 ②学校・家庭と外部の関係機関をつなぐ

◎スクールカウンセラー＜心理の専門家＞

児童生徒や保護者に対して心理面の支援を行う（週１回又は隔週の専門的な支援 37人で市内全域をカバー）

①カウンセリングを通じて心の安定を図り、問題改善に向けた心の活力を養う

②心理状態を正確に把握し、見立てる

◎訪問教育相談員＜思いを受け止める第三者＞
家庭訪問により相談・ニーズを把握し、児童生徒の日常的な見守りや状態に応じたサポート資源への
つなぎ、教員等に助言及び情報提供を行う（週3日 アウトリーチ型支援 12人を12中学校区へ重点的に配置）

①不登校状態にある児童生徒宅を訪問して心身の状態を確認する
②ニーズを把握し、学校や関係機関と連携して支援体制を構築する

＜様々なリスクを抱える家庭＞
・虐待 ・家庭崩壊、
・保護者の精神疾患など

＜様々なストレス＞
・環境の変化や成育上の悩み
・学業不振や進路の悩み
・親子関係・友人関係のトラブル

家庭環境等を
背景とする複雑な問題

＜貧困家庭＞
・生活保護世帯
・就学援助受給世帯など

問題を抱える
児童生徒や保護者

福祉的
支援

心理的
支援

継続的
支援

福祉等
関係機関

＜R6実績＞対応児童生徒数5,450人

相談対応件数：27,266件

＜R6実績＞対応児童生徒数1,097人

相談対応回数：4,378回

＜R6実績＞対応児童生徒数133人

家庭訪問対応回数：3,640回
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部活動から地域クラブへの転換は、中学生の活動に留まらず、広く地域全体でスポー
ツ・文化芸術に親しむことができる機会創出の好機と捉える。現状、市内のスポーツ・文
化活動では、活動できる場が少なかったり、散発したりしている。
まずは、2025年度から基盤構築を進めていく。2027年９月までには中学生を対象と

した基盤を確立。将来的に、世代を超えて参画できる新たなプラットフォームとなるよう
発展させていく。

全市民が、豊かなスポーツ・文化芸術活動に親しむことができる基盤構築
目指す姿

・プレーヤーは子どもでも「支える大人」の参画、将来的に大人もプレーヤーとして共に活動できることも視野に
・市民が興味ある活動に主体的にかかわり、自らの可能性を高めたり、人とのつながりを感じたりワクワクできる場を創造

方 策
公共施設×市民×民間団体で持続可能な基盤体制を共創

市のリソース（スポーツ・文化施設・各種機材等）をフル活用することで
■既存団体の活躍機会の拡充 ■世代を超えた市民活動へ広がり ■持続的な活動支援

★地域クラブ活動★地域クラブ活動



■目指すイメージ

公共施設・市民・民間団体と共創し、市内全域に多様な活動を創出









※

※

※単独調理校は、自校で食材を発注・支払

※単独調理校は、自校で食材を発注、
支払は学校給食課で実施















ALTとのティームティーチ
ングにより、児童生徒のコ
ミュニケーション能力や異
文化理解が向上したと思う
小中教員の割合

98.3
％

外国語指導助手）】 小学校５・６年、中学校全学年対象

◎ALT活用の目的
（１）外国語指導助手（以下「ALT」という。）と外国語科教員によるティーム・ティーチングを通して、児童生徒の
英語コミュニケーション力を向上させる。
（２）ALTの英語力や文化的背景を生かし、児童生徒の異文化理解を促進する。

◎ALTの果たす役割
・英語でのやり取りを通じて、伝わる喜びを体験させ、学習意欲を高める。
・自然な発音や表現を教え、日本文化との違いを伝えることで、異文化への関心を育てる。

【目指す児童生徒像】 ・自信を持って英語でコミュニケーションをする
・地域のことを英語で語る
・ふるさとへの愛情を持ち、国際的な視野で人とのつながりを広げる

🔷

成果
ALTとの交流により、自分の英語が通じた経験が自信となり、言
語習得や文化理解が深まる。

課題
・児童生徒の英語力向上のため、外国語授業でALT参画をより
充実させていくこと。
・ALTの採用やALT研修会の質を高めること。

市内小・中全校における
ALT事業についての
学校教員用アンケート

（２０２５年２月アンケート結果）



Glocal English Teacher 外国語指導助手）】 小学校３・４年対象

◎GET活用の目的
（１）静岡市在住の英語堪能な地域人材グローカルイングリッシュティーチャー（以下「GET」という。）を活用す
ることにより、児童に「生きた英語」に触れる機会を増やす。
（２）GETと教員によるティーム・ティーチングにより、児童が自ら地元の魅力を英語で発信できる力を育成す
る。

◎GETの果たす役割
・異文化理解を深める機会をつくり、併せて地域学習も充実させる。
・児童が英語に親しみを持ち、自信を持って英語で表現できるようサポートする。

ALT・GETの活用により、
地域を深く理解するための「ローカル」な視点と「グローバル」な視野の両立を目指す。

GETとのティームティー

チングにより、児童の英
語での学習意欲や異文化
理解が向上したと思う小
学校教員の割合

100％

市内小学校における
GET事業についての

学校教員用アンケート

成果
・GETの知見に触れ、児童の英語や異文化への関心が高まる。
・GETの専門的な知識やスキルの共有により、教員の外国語指
導力が向上する。

課題
・教員がGETから得た多角的な視野と知識を、日々の授業に効
果的に反映させ、指導の質をさらに高めていく工夫をすること。

（２０２５年２月アンケート結果）
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